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Now， plans for road construction with public involvcmcnt gain public attention. Itls purpose is to obtaining the justi-
fication. Dahl proposes the doctrine of proccdural dcmocracy that is best for aJl associations. On thc other hand， 
Sunstein and others agree the idea that deliberativc dcmocracy rcsts on argumentation. and takes place friendly in a 
doctrine of democracy depended on the constitution. 
But， there are problems that a group polarization poses the danger， and the up -front cost of citizen participation is 
not to be cheap. The Eight Rungs on a Laddcr of Citizcn Participation which Arnstein analyzed citizen participation 
may be helpful to know the degree of deliberativc argument. 
Thc Ministry of Land. Infrastructure and Transport (MLIT) has treatcd public involvement on urban planning 
processes， but they are not effective for the side of thc civilizing forces and discussions between public. So， these are 
dcgrees of the 2nd or thc 3叫 onthe ladder. 
In fact， when we consider the proposals of urban planning， trcatment of public opinion at public hearing and a汀angc-
ment of public hearing venue， we should be recognized the low degree of citizen participation. 
1 can clear up that PI of MLIT does not develop effective engaging in the discussion from the standpoint of delibera-
tive democracy. But， because of the reason that officers of urban planning recognize the importance of citizen participa-
tion， we could build the system promoting the contents and quality of citizen participation in context of giving the dem-
ocratic theory from the standpoint of dclibcrativc democracy. 
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ところで、アメリカでは、 1969年制定の国家環境政策法 (NationalEnvironmcnt Policy Act : NEPA)が環境
影響評価策定過程で、また、 1991年制定の総合陸上輸送効率化法(IntermodalSurfacc Transportation 
Efficiency Act : ISTEA)が計画の策定過程でPIの導入を義務つeけた。そして、 1996年に連邦政府道路局と同
運輸局は、道路・運輸整備計画に対しPIを求め、 1Public lnvolvemcnl Tcchniques for Transportation Decision-
making 1:1 のマニコ.アルを各行政機関に示した。
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アメリカの憲法学者サンステイン (CassR. Sunstein) は、 Sunstein[1993]のなかでこの理論を評価し、
熟議民主主義論を展開している (pp.19-20)。これは、「公民的共和制i満jとして分類されるもので、利害
関係者間の「討議jを経て行政の意思形成がなされることを重視する理論であるl o つまり、サンステイン
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目が「⑭惚数案を提示する計画アセス方式の導入J37% 、 I(~)公聴会J 42%、I(!Q'都市計画審議会J48%とな
っている。
石割信雄「熟議民主主義的視点からみた都市計画行政における住民参加の実態_j 51 




⑧計画策定委員会(N=93)r ~;;: >0: 
⑨シンポジウム(N=98) 8% 










接する頻度は「半年に数回J. i 1年に数回J. iほとんどないjを合わせて45%であり、残りの人は i1 
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( 1 布 2 で 3 合 4 5 6 
団 回 、_， 公 わ 無
体 会E主~ H で市 表所 せ市 公 回
数 者数 P 公広 管 れ民 表 そ 答、-" で 表報 課 ぱが し の
公 章氏 作 公所 て 他
表 ( 成 表管 い
全 の 課 な
世 チ い
人口規模 帯 フ 間
配 :ノ し、
10万人未満 (5) 11 100% 9'!1i 9% 的 2 18% 5 45% 2 18¥ 17 
10万人-20万人未満 (14) 20 100% 5% 的 的 9 45% 5% 9 45% 37 
20万人-30万人未満 (5) 10 100% 2 2侃 悦 ~ 4 40% 1 10% 3 30お 16 
30万人以上 (8) 20 100% 7 35% 5% 2 10% 3 15% 2 1側 5 25% 17 
2十 (32) 61 100% 11 18% 2 3% 2 3% 18 30弘 9 15% 19 31% 87 
(再掲) 61 100% 15 (25%) 18 30% 9 15% 19 31% 87 
(再掲) 61 100% 33 (54%) 9 15% 19 31% 87 













( 2 3 4 な 5
団 回 い 無
体数 答者 8 5 少 全 答回。 。 。 し 〈
) 数 。 与も 9も 映反 反呼6 反 映反 映反 映 し
映 て
人口規棋 い
10万人未満 (5) 7 10~ 1 14% 的 3 43" 2 2蜘 1 14% 20 
10万人-20万人朱満 (11) 14 10偽 7民 1 7" 3 21" 8 57% 1 7% 42 
20万人-30万人未満 (5) 9 10m. 1 11% 3 33% 1 11" 4 44" 側 17 
3Q万人以上 (5) 7 100% 倒 側 4 57% 3 43% 叫 22 














に~ ( 未塙高田Azn b 1 -1 上以 2 3 団 回 無体 答 舎の明。o 1 他その 回数 者 筈、句J 数 人 人
10万人未満 (7) 17 100% 4 24% 4 24% 9 53% 10 
10万人-20万人来満 (16) 28 100% 6 21略 8 29% 14 50% 28 
20万人-30万人未満 (7) 15 100% 7 47% 7% 7 47% 1 
30万人以上 (9) 18 100% 7 39% 6% 10 56% 1 
計 。9) 78 100% 24 31% 14 18% 40 51% 60 
(，jt1JH他 [2005]p.93) 
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表5 公聴会での発言の場所









10万人未満 (5) 9 1∞% 。崎 0% 8 89% 119も 18 
10万人...20万人未満 (15) 22 100% 4 18% 3 14% 9 41% 6 21% 34 
20万人...30万人未満 (6) 1 100% 9特 2 18% 5 45% 3 21% 15 
30万人以上 (8) 12 100拍 2 17% 8号も 6 50% 3 25% 17 









団 回 な 感 無
体数 答者数
必 いど なじあま 答回要 ち
、句-" で b いり
あ と 必
人口規模 る も 要
局ー 性
10万人未満 (8) 22 100% 17 77'10 4 18'10 5% 5 
10万人...20万人未満 (17) 48 100% 36 75'10 12 25'10 。% 8 
20万人...30万人未満 (8) 25 100弘 22 88% 2 B% 4% 
30万人以上 (11) 27 100% 18 67% 6 22% 3 11% 2 


































1 )例えば小(jiM!ilj' (H~'í'l'，':)では、;;;削 n~1えを i父|りながら、地域fU._;からえ: fじでtihii を i舌 JH したまちづくりのも!ft~がなさ
れ、それを[11]' 全体で・Wf~化させ・ているし、 Iならまん 1 (宗良市)では、 NPOベ-'(H~PJ-l体が街並み;片側の保全、奈良のl反
lと、文化のJilflといったコシセブトで Iならま九 ぴ)!If 'l:_、i首位化にli]けて、それぞれ独自に活肋しているι このよう
:こ、行政は午~(1' i行と!占的でまちづくりにlr{:) ，Hむことで、自1;市戸'-j1IのハードliIのみならず、制M:、I;Hたなどのソフト施
取に直J主i1~:こ~~~;~\~を yi:ますことができ、 iえ It~ そりることがWF寺できる
2 .1 Deliberativc DC I1lωracyの，J~ ，}i
It，;~ (討) 1;よデモクラシー|など様々である 4 本町;jでは、 DeliberationO)1;1~I;n として、おそらく全IJqで初めて I熟議j を
公的に使川した I(j t i'J'i] i まちづくり )I~-1，:条例ドド成15:j:伊丹市条例的 13Jけの山川例に従ったr
3) http://www.f11wa.dOl.gov/reportslpittd/contcnts.htl1 
4 ‘佐々木口~19991 pp.90 -100参rι
でき~':1; _/..
5: 1960;ffにのγ メリゾJのおi;dillf)発、また、そ ιつ')，J!'{ を :77; まえた 1970 íl'-代以 1;手のおli i] n:ll 発、 CDBaについては f大本 [1997~
pp.13-271幻lR1 ニこで:土、 1'dif{:、企工、 :_i ~ ."1 二テ f1I日発公干1: ICDCs: 、 NPO 、 Ilî民などの多川の ì~ 休が多似な形態
でパートナーシッ 7 を ír~JN.L、者1;1I;';j'1止をLっていふことが郁子「されている，
61 アメリカにおける hl院の必二M.'.ik定j位 r11 ベペj."i~: ， 'i に対する j~IL市について、 I':;~'I品J [2002J p.192は、「多Jl:i:.~'~j11\JíiJ 「公
!モ選択論J . ;"%.Ji多Jl:i ~ .i¥:'i命j 「公!~!'I~JJI，: fI;!jlL命Jに分JfiLている 1
を基~ta: に L て、多 Jl:(1ドJ;な利益集7 )常同 [2002~ :土、このダールの理~:命について、ブルーラリズム 1.Pluralisl1l:多Jt:，i;i)
tlが同等の条件でヲIJ!I~て技争する h政市11'文こそが III も公益実札に市 tj- する、 とした埋みであると性用Lている
(p.1921旬
8: li司f日 [2000]p.95. 
9 )江藤 [200，1]pp.日5H. 160は、多 Jt: 主A，，~，ì: よ千IJl，(f. ~と卜JI;;:~ )己主義であり、 InJ.~:il附 i)~過程の公正'I~t に心 11 L 、 11~1 人を干等
な市民とみなす多数ìj~!( i:+義がi事前される、と "f(llIiしている
10)結原 [2004]pp.107 -108、モ利 [2002]pp.78 -87 
11) 'i片岡 [2002] p.195" 
12)江藤 [2004] p.168は、tIi政主義の用 ci~~ を世 I jJ している
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13) Irvin and Slansbury [2004] p.58、Jessop[2000] pp20 -23、新川 [2004]p.35参照。
14)例えば、行政法学者の阿部 [1992]は、お1;r!i ，1I'両の周知にしても住民が各純の計画を知るのは広報誌や庁舎の掲示板
であり、情報に触れる機会が少ない、また、縦覧に行っても分以いすf:f:IをJIl併することは困難であり、コピーも取れな
い、立見書のJ1HI\も提出期間がi刷、ことから JDJ4をまとめる Ih~':UIJ 的余裕がない、意見引:を提出しでも帯議会での議諭が
不明であり、どのように扱われたのか分からない、といったことを指摘している (pp.542・545)。







19) 11.'， [1999] p.139" 
20)北原 [2005]pp.66 -75む
21)北原 [2005Jpp.60 -610 
22)京 [2006] p.57 c 
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